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お知らせお知らせ

11月１日現在の会員数

 男 …  641名

 女 …  432名
 
 計 …  1,073名

公益社団法人　小金井市シルバー人材センター
〒184－0002　小金井市梶野町４－２－７ グランツ梶野２階

TEL 0422-27-7117　　FAX 0422-27-7476
E-mail silver@koganei-sc.or.jp
URL https://www.koganei-sc.or.jp

中町　伊東 浩 氏月見ウサギ



小金井市シルバー人材センター 令和３年11月20日第144号2

●　とび出すな　見通し悪い　交差点　（梶野町　石川 金三 氏）　●

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅センターの動き
⃝８月⃝
19日　新任理事研修
24日　定例理事会　入退会の件を承認した。
24～26日　学習教室班ボランティア講習
※８月の入会者１名　　退会者３名

⃝９月⃝
７日　５Ｂ・常務理事・事務局長連絡会議
10日　地域班長連絡会
13日　連・新任理事研修
　　　自転車安全教室
28日　定例理事会　入退会の件を承認した。
※９月の入会者０名　　退会者２名

⃝10月⃝
４・５日　全シ・新任会長研修
９日　体力測定会
19・25日　新任職班長リーダー研修
20日　５Ｂ・安全就業推進連絡会議／つどい
26日　定例理事会　以下の件を承認した。
　　　　①入退会
　　　　②準職員就業規則の一部を改正する規則
　　　　③会員会費規程の一部を改正する規則
　　　　④会員入退会取扱要領の一部を改正する要領
　　　　⑤業務委託規程の一部を改正する規程
　　　　⑥会報編集委員会設置規程の一部を改正する規程
　　　　⑦連絡会議開催要領の一部を改正する要領
　　　　⑧11月入会説明会・手続きについて
　　　市・育児支援ヘルパー研修会
※10月の入会者12名　　退会者７名違
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人生100年生涯現役就業
の確保

事業部会

　　部会長　中村　一郎

　事業部会は、会員の皆様の就業開拓・拡充及び

就業機会の確保、就業提供を第一目標に掲げ7名

の理事が一体となって計画・企画・運営に携わっ

ています。

　昨年から、新型コロナウィルス感染拡大防止の

ため就業について制限され、契約金額も減少傾向

にあり、感染拡大前の就業実績を確保できない状

況になっていますが、感染拡大も収束する兆しが

見えはじめ、最近になり公共・民間両部門におい

て、徐々に受注が戻ってきつつあります。また、

皆様の就業協力のお陰により就業率の落ち込みも

減少から持ち直してきております。

　事業部会としては、最近において人生100年時

代が到来したと言われてきていることから、高齢

になっても生涯現役を目指し、いきいきとした活

躍をしていただくため就業機会の確保に努めてま

いります。会員の皆様においても、新規の就業開

拓等に関連した情報の提供、アイディア及びご意

見等をお寄せいただきますようご支援、ご協力を

宜しくお願いいたします。

コロナ禍での組織運営

総務部会

　　部会長　糀谷　達夫

　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、緊急

事態宣言が何度も発令され当センターに於いても

就業機会のみならず、職班のボランティア活動、

新入会員などが減少しており、地域班集会や地域

班での活動も中止になっております。

　このような状況の中、総務部会では就業機会関

連、ボランティア活動等の諸規程や新入会員を増

やすための入会説明会等の見直しを行っていま

す。すぐに結果が出る事ではありませんが会員皆

様のご協力をお願いいたします。

　また、当センターがより多くの市民の皆様に周

知され、親しまれ愛される組織になるよう、広報

紙「いきいき小金井」・リーフレットなどの全戸

配布による情報発信、市民まつり等各種イベント

への参加、いきいきシルバーフェアの企画を推し

進めてまいります。

　当センターが小金井市にとってなくてはならな

い存在となるような組織を目指していけることを

願っております。

　コロナ禍の中、会員の皆様には十分すぎるほど

の感染防止策をとりながら、ご協力・ご支援をお

願い致します。

新部会長からの活動紹介新部会長からの活動紹介



小金井市シルバー人材センター令和３年11月20日 第144号 3

●　気のゆるみ　忘れた頃に　痛いけが　（前原町　瀬川 安子 氏）　●

　小金井市からの委託で、市内在住の75歳以上

（4/1現在）の方13,239人を対象に、８～９月にか

けて敬老の記念品（タオル）や啓発チラシなどを

非対面で置き配達し、敬老を兼ねた見回り活動を

実施しました。

【就業会員の感想】

◆�配布数が多く大変だった。中盤から慣れてきて

手際よく配れた。

◆�今夏は非常に暑いか雨続きかで、配布作業が辛

かったが、インターフォン超しに喜んでいる感

じが伺えて良かった。

◆�出てきて、親切に麦茶などを出してくれる方も

いた。

◆�置き配だが、玄関で顔を見せて「熱中症に気を

付けてね」などと優しく声を掛けてくれて嬉し

かった。

◆�緊急事態宣言下で自宅に一人でいる時間が長く

人恋しかったの

か、ソーシャル

ディスタンスを

保ちながらお話

が弾んでしまっ

たが、それで良

かったと思う。

◆�猛暑の中地図を

見ながら配布物

を持って、この

就業は大変だっ

たが、やり切っ

た感があった。

実施日：令和３年９月13日（月）9：30～11：30

会 場：小金井市商工会館３階会議室・駐車場　

出席者：25名

講師（小金井警察署）：４名

内容：①交通事故防止DVD視聴

　　　②交通安全講話

　　　③自転車整備点検

【参加者の感想】

◆�自転車点検のポイント「ブタハシャベル」が良

かったです。

◆�自動車・自転車の双方を運転する現場なので、

交通規則はよく知っていると思っていたが、ビ

デオや講話で再認識できた。高齢化に伴って反

射神経が衰えてきているので、一層気を引き締

めていきたい。

◆�DVDも講話もとても分かりやすく楽しく過ご

せた。勉強になったので今後もこのような会を

お願いします。

◆�ドライブレコーダーの映像がリアルで良くわか

る。

◆�自転車の安全運転に十分注意を払う必要性を改

めて認識しました。

◆�周知の事ではありましたが、意識をしないでい

ると事故につながると再認識した意味で有効で

した。

敬老記念品配布敬老記念品配布 自転車自転車安全安全教室教室
（豚はしゃべる!?）（豚はしゃべる!?）

整備点検のポイント
ブ	 ブレーキ
タ	 タイヤ
ハ	 反射板
シャ	車体　　ベル	ベル



小金井市シルバー人材センター 令和３年11月20日第144号4

●　曲がり角　一旦停止　怠るな　（前原町　飯田 勝巳 氏）　●

お 知 ら せ

　江戸東京たてもの園にある「デ・ラランデ邸」

のライトアップ写真に９月の中秋の名月を合

成し、さらに月見をしているウサギをイラス

トで重ねてみました。� （中町　伊東　浩）

　コロナ禍の中、皆様にご協力をいただき、

４頁ではありますが、11月号を発行すること

ができました。ありがとうございました。シ

ルバーの魅力を発信し、微力ながら入会員数

を増やすお手伝いができればと思っています。

� （阿部�記）

編 集 後 記

各地域で開催される清掃等ボランティアに積極的に参加しましょう。

　次号（令和４年１月20日号）は正月特集号にな

ります。写真、絵画、趣味の作品など何でも結構

です。皆様からのご応募をお待ちしております。

　また、会員皆様から「新年の抱負2022」を募集

致します。奮ってご応募ください。

【応募要領】

・メールまたは電話にて事務局まで！

・文字数は20字まで

・氏名不要

　Zoomを活用して研修や就業をしています。

　今なら、65歳以上の市民の方は小金井市シルバー

人材センターパソコン班が開催しているZoom講

習会を無料で受講できます。希望者は事務局まで

お問い合わせください。

【訂正・お詫び】会報143号３頁役員紹介で誤りが

ありました。訂正してお詫びいたします。

誤　柴田孝子（東町）�⇒�正　柴田孝子（緑町）

これからこれからののリモートワークリモートワーク

正月特集号の作品募集正月特集号の作品募集

新入会員です

（令和３年８月１日～10月31日までの入会者13名）

本　　町 東　 町 前 原 町 貫井南町 貫井北町 緑　 町
高橋　輝美 藤谷　明子 小林　眞一 石山　慎三 浅香　春江 赤石　廣光
陶山　一輝 白石　　武 中本　訓生 綿秡　幹夫 野口　照代
髙柳　教子 品田　則夫


